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製品を安全に使用していただくために 
 

 

● 本書の取り扱いについて 

本書には、お買い上げいただいた製品を安全に正しく使用するための重要なことがらが

記載されています。製品を使用する前に本書をよくお読みください。 

特に、本書に記載されている「安全上のご注意」は必ずお読みいただき、内容をよく理

解したうえで製品を使用してください。 

本書はお読みになった後も製品の使用中いつでも参照できるように、大切に保管してく

ださい。 

 

 

● ＶＣＣＩ適合基準について 

 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基づくク

ラスＢ情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていま

すが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害

を引き起こすことがあります。 

マニュアルに従って、正しい取り扱いをしてください。 
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は じ め に 
 

 

 このたびは、カットシートフィーダＦＭＰＲ－ＣＦ１Ｇをお買い求めいただきまして、

ありがとうございます。 

 ご使用前にこの取扱説明書をよくお読みいただき、本製品が十分に機能を発揮できます

よう正しい取り扱いをお願いいたします。 

 カットシートフィーダは、水平漢字プリンタ－１５に搭載して、単票用紙を一枚ずつプ

リンタ装置に送り出す装置です。 

 カットシートフィーダを使用すると、単票用紙の自動給紙が可能になり、効率のよい文

書作成が実現できます。 

 

２００９年１０月 

 

 

 

● 警告表示マークについて 

本書では、製品を安全にかつ正しくお使いいただき、あなたや他の人々に加えられる恐

れのある危害や損害を未然に防止するために、次のような表示をしています。 

 

警告 注意 
この表示を無視して誤った取り扱いをする

と、人が死亡または重傷を負う可能性が想定

される内容を示しています。 

この表示を無視して誤った取り扱いをする

と、人が損害を負う可能性が想定される内

容、および物的損害のみが想定される内容を

示しています。 

 

絵記号の例とその意味 

 △で示した記号は、警告、注意を促す事項があることを告げるものです。記

号の中には、具体的な警告内容を表す絵（左図の場合は感電注意）が描かれ

ています。 

  で示した記号は、してはいけない行為（禁止行為）であることを告げるも

のです。記号の中やその脇には、具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）

が描かれています。 

 ●で示した記号は、必ず従っていただく内容であることを告げるものです。

記号の中には、具体的な指示内容（左図の場合は電源プラグをコンセントか

ら抜いてください）が描かれています。 
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安全上のご注意 
 

 

警告 
 

 機器に水をかけたり、濡らしたりしないでください。 
 

感電・火災の原因となります。 
 

機器をお客様自身で改造しないでください。 
 

感電・火災の原因となります。 

  

 カットシートフィーダの取り付けや取り外しを行う場合は、プリンタ

本体およびパソコン本体の電源スイッチを切り、電源スイッチをコン

セントから抜いたあとに行ってください。 
 

感電の原因となります。 

 

 

 

 

注意 
 

 直射日光の当たる場所や炎天下の車内など、高温になる場所に長時間

放置しないでください。 
 

高温によってカバーなどが加熱・変形・溶解する原因となったり、プリンタ

内部が高温になり、火災の原因となることがあります。 
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カットシートフィーダの使いかた  
 

 

カットシートフィーダは、水平漢字プリンタ－１５の前又は後に取り付け

て使用するものです。カットシートフィーダにセットされた単票用紙を一

枚ずつ、連続的にプリンタ装置に送る自動給紙装置です。 

 

 

  
お願い

カットシートフィーダのご使用に際しては、次の点にご注意くださ

い。 

● 郵便はがきの両面に印字する場合は、片面を印字後、そりをなくし

てから反対側の面に印字してください。 

● 大きさが異なる用紙を寄せ集めた状態で使用しないでください。 

用紙送り不良となることがあります。 

● 逆改行コマンド（用紙を逆方向に送るコマンド）を発行して印字さ

せると、用紙送りの精度が悪くなるばかりでなく、用紙送り不良に

なることがあります。 

● 直射日光の当たる場所では使用しないでください。 

● 用紙は温度、湿度の影響を受け易く、安定した用紙送りができない

ことがあります。保管も含め常温常湿のもとでご使用ください。 

● プリンタに用紙をスタックする場合、印字条件、使用環境によりス

タックできる量が減少しますので、薄い用紙、複写用紙、サイズの

大きい用紙は頻繁に取り出してください。 
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製品の内容 
 

 

お使いになる前に、以下のものが揃っていることを確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カットシートフィーダ本体（１台） 取扱説明書（１冊） 

 

 

 

 

保証書 

 

  
お願い

● 本体にセットされているパット材（白色）は、輸送時の固定材です

ので、お使いになる前に外してください。 

● 保証書に必要な事項が書かれていることを確認してください。お買

い求めのときに、正しい記載のなかった保証書は無効となり、無償

保証を受けられないことがあります。 

● 保証書は大切に保管してください。 

● 不明な点については、お買い求めの販売店、またはハードウェア修

理相談センターまでお問い合わせください。 
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各部の名称 
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カットシートフィーダを取り付ける 
 

 

カットシートフィーダは、プリンタの前部または後部に取り付けて使用し

ます。前後両方に取り付けることもできます。 

 

警告 
 

  

感  電 カットシートフィーダを取り付けたり、取り外したりするときは、必

ずパソコンと本プリンタの電源スイッチを切り、電源プラグをコンセ

ントから抜いたあとに行なってください。感電の原因となります。 

 

  ガイド 

・プリンタの前側にカットシートフィーダを取り付けた場合は、トラク

タユニットを前側に取り付けることはできません。 

 

■ プリンタ前部に取り付ける 

 

①プリンタの電源を切る 

プリンタの電源が「○」側に倒れていることを確認します 

 

②トラクタユニットを取り外す 

単票テーブルを開いて、トラクタユニットを取り外します。 
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③カットシートフィーダを取り付ける 

カットシートフィーダの両側にある U 溝を、プリンタの奥の取り付けピン

に差し込み、ゆっくりと下ろします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取り付けピン2にカットシートフィーダのフレームが正しく乗っているこ

とを確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④単票テーブルを元に戻す 

確実に単票テーブルを戻してください。 

単票テーブルのセットが正しくないと、用紙づまりの原因となります。 
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⑤ケーブルを接続する 

カットシートフィーダのケーブルを、プリンタ前面の右側にあるコネクタ

に接続します。コネクタの矢印を上にして挿入します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥使用する用紙サイズに合わせ、エクステンションおよびエクステンション

ワイヤを①、②の順に展開する 
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■ プリンタ後部に取り付ける 

カットシートフィーダの取り付けは、プリンタの電源を切ってから行いま

す。 

 

①プリンタの電源を切る 

プリンタの電源が「○」側に倒れていることを確認します。 

 

②カットシートフィーダを取り付ける 

リアスタッカを開きます。カットシートフィーダの両側を持ち、カットシ

ートフィーダの両側にある U 溝を、プリンタの奥にある取付けピンに差し

込みます。（カットシートフィーダのラベル A をプリンタ側の刻印 A に合

わせて差し込みます。）そのまま取付けピンを支点にして、矢印 B の方向

に回転させるように下ろします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取り付けピン2にカットシートフィーダのフレームが正しく乗っているこ

とを確認してください。 
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③リアスタッカを閉じる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ケーブルを接続する 

カットシートフィーダのケーブルを、プリンタ後面に向かって右側にある

コネクタに接続します。コネクタの矢印を上にして挿入します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤使用する用紙サイズに合わせ、エクステンションおよびエクステンション

ワイヤを①、②の順に矢印の方向に展開する 
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カットシートフィーダを取り外す 
 

 

カットシートフィーダを取り外すときは、ケーブルを抜いてから取り外し

てください。 

 

警告 
 

  

感  電 カットシートフィーダを取り付けたり、取り外したりするときは、必

ずパソコンと本プリンタの電源スイッチを切り、電源プラグをコンセ

ントから抜いたあとに行なってください。感電の原因となります。 

 

プリンタ前部に取り付けた場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プリンタ後部に取り付けた場合 
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お使いになる用紙の注意事項 
 

 

カットシートフィーダで使用できる用紙について説明します。また、やむ

を得ず規格外の用紙を使用する場合は、十分に確認を行ってから使用して

ください。 

 

 

■ 用紙に関する注意 

 

カットシートフィーダでお使いになる用紙については、次の点に注意して

ください。 

 

● 使用できない用紙 

次のような用紙は使用しないでください。次のような用紙を使用すると、

用紙送りが不安定になり、紙づまり、折れ、および印字ずれの原因となり

ます。最悪の場合には、印字ヘッドのピンが折れる可能性もあります。 

● 連量が 45kg 未満の薄い用紙(複数つづりの構成用紙は除きます) 

● 連量が 135kg 以上の厚い用紙 

● 全体の用紙厚さが 0.65mm 以上の厚い用紙 

● 用紙のとじ方法が横のりとじの複写用紙 

● 湿っている用紙や濡れている用紙 

● 一度印刷された用紙（裏紙等） 

● 貼り合わせた用紙（切手など）や、糊などがついている用紙 

● 印字領域内にとじ穴がある用紙 

● 反り（カール）、しわ、折り目のある用紙や、破れている用紙 

● ホチキス、クリップ、リボン、テープなどが付いている用紙 

● ざら紙や繊維質の多い用紙など、表面がなめらかでない用紙 

● 裁断部のバリが大きい用紙 

● 紙粉の多い用紙

　　　　　　　　　　　　●  タック用紙（ラベル用紙）
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■ 使用できる単票用紙 

カットシートフィーダで使用できる用紙と印字領域については、以下のと

おりです。 

 

● 一般用紙 

◆ 用紙サイズおよび印字領域 

 
寸法（mm） 

記

号
項 目 前カットシート

フィーダ 

後カットシート

フィーダ 

A 上端余白 4.2 以上 4.2 以上 

B 下端余白 4.2 以上 4.2 以上 

C 左端余白 5.08 以上 5.08 以上 

D 右端余白 5.08 以上 5.08 以上 

E 用紙長さ 70～420 100～420 

Ｆ 用紙幅 100～420 100～420 

 
 

注 1) 印字領域以外への印字は禁止します。 

注 2) A、B 値は、ドットピッチが 1/180 インチのときの値です。 

注 3) B4 横より幅の大きな用紙を使用する場合は、C 値と D 値は同時に

実現できません。 

注 4) A3 横を使用する場合は、C 値は約 37.3mm となります。 

 

◆ 用紙枚数 

用紙種類 枚数 連量（kg） 注 1) 備 考 

一枚用紙 1P 45,55,70,90,135  

ノンカーボン

紙 

注 2) 

2P 

3P 

4P 

5P 

34,43,55,(70) 

34,43,(55,70) 

34,(43,55,70) 

34,(43,55) 

・ （ ）内の連量の用紙

は、複数つづりの一番

下の用紙のみ使用可

能です。 

裏カーボン紙 

注 2) 

2P 

3P 

4P 

5P 

34,44,55,(70) 

34,44,(55,70) 

34,(44,55,70) 

34,(45,55) 

 

注 1) 連量とは、四六判（788mm×1091mm）の用紙 1000 枚の重量

を kg で示します。 

注 2) ノンカーボン紙、裏カーボン紙の連量は、メーカによって多少異な
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る場合がありますが、その場合表の数値に近いものを選んでくださ

い。 

注 3) 中カーボン紙は、単票用紙の場合使用しないでください。 

 

● 用紙のとじ方法 

とじ方法は、必ず下図のように天のりとじにしてください。 

1mm 以上

 

注 1） のり付け部が波打ったり硬くなったりしないように、のりの量と種

類を注意してください。 

注 2） 束のりとじの用紙はとじ力が弱いことから分離したり、のりがはみ

出したりしてジャムが発生する可能性がありますので、使用を避け

てください。 
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● はがき 

◆ 用紙サイズおよび印字領域 

 
記号 項 目 寸法（mm） 

A 上端余白 4.2 以上 

B 下端余白 4.2 以上 

C 左端余白 5.08 以上 

D 右端余白 5.08 以上 

E 用紙長さ 100,148,200 

F 用紙幅 100,148,200 

 

  

注 1) 往復はがきは、折り目のないものを使用してください。 
 

● 封筒 

◆ 封筒サイズおよび坪量 

寸 法 使用可否 坪量（g/m2
） 封筒の種類 

E（mm) Ｆ（mm) 前ｶｯﾄｼｰﾄ

ﾌｨｰﾀﾞ 
後ｶｯﾄｼｰﾄ

ﾌｨｰﾀﾞ 
クラフト

紙 
その他の

紙 

最大 
用紙厚

（mm） 

長形 3 号 235 120 ○ ○ 50，60， 55 以上  

長形 4 号 205 90 ○ × 70 70 以下 0.40 

長形 5 号 185 90 ○ ×    

角形 6 号 229 162 ○ ○ 70 70 以下 0.40 

角形 7 号 205 142 ○ ○    

角形 8 号 197 119 ○ ○ 50，60，

70 

70 以下 0.40 

洋形 3 号 148 98 ○ ○ 50，60，

70 

70 以上

81 以下 

0.46 

洋形 4 号 235 105 ○ ○    

US10 239 105 ○ ○ 81 以下 81 以下 0.46 

ジャーマンタイプ 220 111 ○ ○    

注 1） 印字領域は手差しの場合と同様です。 

注 2） カットシートフィーダで使用できる用紙は、カットシートフィーダ

を取り付けるプリンタ装置によって異なります。詳しくは各プリン

タ装置の取扱説明書『カットシートフィーダで使用する単票用紙』

にて使用可能な用紙をご確認ください。 
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用紙のセットのしかた 
 

 

①プリンタの電源を入れる 

電源スイッチが「 | 」側に倒れていることを確認します。 

 

②オフライン状態にする 

 オフライン  スイッチを押して、プリンタをオフライン状態(「オンライ

ン」ランプ消灯)にします。 

 

③液晶ディスプレイのない装置は、 給紙口  スイッチを押して「カットシ

ートフィーダ」ランプを点灯させる 

液晶ディスプレイのある装置は、液晶ディスプレイ上にカットシートフィ

ーダが表示されるまで  給紙口  スイッチを押す 

プリンタ前部に取り付けられている場合は、「フロント CSF」、プリンタ後

部に取り付けられている場合は、「リア CSF」を選択する 

 

④カットシートフィーダがプリンタ前部に取り付けられている場合は単票テ

ーブルを、プリンタ後部に取り付けられている場合はリアスタッカを開く 

 

⑤カットシートフィーダのセットレバーを「FREE」の位置にする 

 

【カットシートフィーダがプリンタ前部に取り付けられている場合】 
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【カットシートフィーダがプリンタ後部に取り付けられている場合】 

 

 

 

⑥用紙ガイドに沿って用紙を載せる 

用紙を揃え、右側の用紙ガイドに沿って用紙を載せます。右側の用紙ガイ

ドの赤線が、一度にセットできる用紙の高さを示します。 

 

  
お願い

右側の用紙ガイドは通常の場合、「△」の位置(最も内側)に寄せてご使

用ください。 

 

A3 用紙を横にセットするときは、「→」の位置に用紙ガイドを移動してく

ださい。 

 

  ガイド 

55kg 紙の用紙の場合、総枚数が 120 枚となります。 

 

⑦長い用紙をセットする場合は、エクステンション、エクステンションワイ

ヤを展開する 

 

⑧左側用紙ガイドの位置を、セットする用紙に合わせる 
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【カットシートフィーダがプリンタ前部に取り付けられている場合】 

 

 
 

【カットシートフィーダがプリンタ後部に取り付けられている場合】 

 

  ガイド 

用紙と用紙ガイドとの間に隙間がある場合は、左側用紙ガイドを右へ動

かして隙間をなくしてください。なお、ガイドを用紙に押しつけ過ぎま

すと、吸入不良を起こすことがありますのでご注意ください。 

 

⑨カットシートフィーダのセットレバーを「SET」の位置に戻し、単票テーブ

ル、リアスタッカを元に戻す 

 

⑩オンライン状態にする 

 オンライン  スイッチを押して、プリンタをオンライン状態(「オンライ

ン」ランプ点灯)にし、パソコンからの印字データを送ります。 
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お願い

用紙の保管および用紙をセットする時には、以下のことにご注意くだ

さい。 

● 用紙は、直射日光の当たらない場所に保管してください。また、用

紙はたてかけないで水平に保管したものをご使用ください。 

● 乾燥し過ぎた場所、また湿った場所に保管した用紙は、吸入不良を

起こしやすいので湿度には十分ご注意ください。 

● セットする場合は、図のように用紙をさばき、机の上などで用紙の

上下、左右をきちんと揃えてください。 

 

 

 

さばく 

 

 

 

 

揃える 

 

 

● 用紙はカールを取り除いた上でセットしてください。 

用紙は、湿度などの影響でカールしていることがあります。カール

した用紙を補充する場合や別梱包の用紙を合わせてセットする場

合、カールを取り除いた上、カール方向を合わせてセットしてくだ

さい。(背中合わせでセットすると複数枚数が同時に吸入される場合

があります。)また、少しカールのある場合は、カール方向を下図の

ようにセットしてください。 

 

● 紙質は同一種類のものをセットしてください。 

銘柄や、連量（紙厚）などが異なるものを一緒にしてセットしない

でください。 
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用紙づまりの取り除きかた 
 

 

①オフライン状態にする 

 オンライン  スイッチを押して、プリンタをオフライン状態（「オンライ

ン」ランプ消灯）にします。 

 

②プリンタの電源を切る 

電源スイッチが「○」側に倒れていることを確認します。 

 

③トップカバーを開く 

トップカバーを開き、装置内部の用紙づまりの状況を確認します。 

 

■ カットシートフィーダユニット内での用紙づまりの場合 

①カットシートフィーダをプリンタ本体から取り外す 

カットシートフィーダのケーブルをプリンタ本体のコネクタから抜いて、

カットシートフィーダをプリンタ本体から取り外します。 

 

注意 
 

  

感  電 ケーブルを外すときは必ず電源を切ってください。電源を切らずに作

業すると感電の原因となることがあります。 

 

プリンタ前部から取り外す場合 
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プリンタ後部から取り外す場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②セットレバーを「FREE」の位置にする 

カットシートフィーダ側面のセットレバーを「FREE」の位置にします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③用紙を取り除く 

カットシートフィーダの前もしくは後から用紙の端をゆっくり引いて取り

除きます。 
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■ プリンタ装置内部まで用紙が送られた後の用紙づま

りの場合 
 

カットシートフィーダをプリンタ本体から取り外す 

カットシートフィーダのケーブルをプリンタ本体のコネクタから抜いて、

カットシートフィーダをプリンタ本体から取り外します。 

 

【つまった用紙がカットシートフィーダ側に残った場合は…】 

 

①セットレバーを「FREE」の位置にする 

カットシートフィーダの側面のセットレバーを「FREE」の位置にします。 

 

②用紙を取り除く 

カットシートフィーダの前もしくは後から用紙の端をゆっくり引いて取り

除きます。 

 

【つまった用紙がプリンタ装置に残った場合は…】 

 

用紙を取り除く 

プリンタの前もしくは後から出ている用紙の端をゆっくり引いて、取り除

きます。 

用紙が印字部につまってうまく取り除けない場合や、小さな紙片が残って

しまった場合は、用紙を取り除きやすいように印字ヘッドを適宜な位置に

手で動かし、残った用紙を手で取り除きます。また、印字ヘッド先端付近

の用紙が取り除きにくい場合は、リボンカセットを取り外してから用紙を

取り除きます（取り除きにくい場合はピンセットなどを使用してください）。 

 

注意 
 

  

高  温 印字した直後は、印字ヘッドが高温になります。温度が下がったこと

を確かめてから、印字ヘッドを動かしてください。やけどの原因とな

ることがあります。 

 

  
お願い

一度紙づまりを起こした用紙の再使用はしないでください。 
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故障とお考えになる前に 
 

 

故障とお考えになる前に簡単な点検で解決する場合がありますので、下記

の項目について確認してください。 

現 象 原  因 処  置 

カットシートフ

ィーダが動作し

ない。 

カットシートフィーダの

コネクタがプリンタに接

続されていない。 

コネクタを接続してくださ

い。 

左右の用紙ガイドで用紙

をきつくはさんでいる。

用紙に対して適正なゆとりを

持って、用紙ガイドをセット

してください。 

用紙が吸入しな

い。 

用紙が厚すぎる。 仕様にあった用紙を使用して

ください。 

セットした用紙が多すぎ

る（赤線を越えている）。

用紙ガイドの赤線以内にセッ

トしてください。 

用紙つまりが発生してい

る。 

つまった用紙を取り除いてく

ださい。 

用紙が吸入しな

い。 

セットレバーが「FREE」

になっている。 

セットレバーを「SET」にし

てください。 

用紙が吸入しな

い。 

操作パネルの「給紙口」

ランプの表示が「前トラ

クタ」、「後トラクタ」ま

たは「単票手差し」にな

っている。 

操作パネルの  給紙口  スイ

ッチを操作し「カットシート

フィーダ」にセットしてくだ

さい。 

用紙が吸入しな

い。 

カットシートフィーダが

プリンタにきちんとセッ

トされていません。 

正しくセットし直してくださ

い。 

用紙を十分にさばいてい

ない。 

用紙を十分にさばいてからセ

ットしてください。 

用紙が薄すぎる。 仕様にあった用紙を使用して

ください。 

用紙に折れ曲がりがあ

る。 

折れ曲がりの無い用紙を使用

してください。 

左右の用紙ガイドの隙間

が狭すぎるか、広過ぎる。

用紙カイドを用紙幅に合わせ

て正しくセットしてくださ

い。 

紙置台内の用紙が不揃い

の状態でセットされてい

る。 

用紙を揃えて紙置台内に正し

くセットしてください。 

複数枚の用紙が

同時に送られて

しまう。 

種類の異なった用紙が混

在している。 

用紙の種類は一種類にして紙

置台へセットしてください。 
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現 象 原  因 処  置 

左右の用紙ガイドの隙間

が狭すぎるか広過ぎる。

用紙ガイドを用紙幅に合わせ

て正しくセットしてくださ

い。 

仕様以外の用紙を使用し

ている。 

仕様にあった用紙を使用して

ください。 

用紙に折れ曲がりがあ

る。 

折れ曲がりの無い用紙を使用

してください。 

種類の異なった用紙が混

在している。 

用紙の種類は一種類にして紙

置台へセットしてください。 

紙づまりが起き

る。 

セットした用紙が多すぎ

る（赤線を越えている）。

用紙ガイドの赤線以内にセッ

トしてください。 
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アフターサービスについて 
 

 

● お買い求めの際に販売店でお渡しする保証書は、大切に保管してくださ

い。 

 

● 保証書は日本国内のみで有効です。 

 

● 無償保証期間は、お買い上げ日より 6 か月です。詳細は保証書をご覧く

ださい。 

 

● 保守部品供給期間は、製造中止後 5 年です。 

 

● 分解、改造などを行わないでください。無償保証期間内でも無償修理が

受けられないことがあります。 

 

● プリンタのご使用にあたっては、純正のサプライ用品をお使いください。 

サプライ品以外の用品をお使いになったことによる、製品の誤動作およ

び故障に関しましては、当社は一切責任を負いかねますのでご了承くだ

さい。 

 

● 故障の際は下記までご連絡ください。 

『ハードウェア修理相談センター』 

通話料無料 ：0120-422-297 

受付時間 ：平日 9:00～17:00 

 （土曜・日曜・祝日および当社指定の休日を除く） 
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装置仕様 
 

■ 仕様 

● 使用可能用紙 

・用紙幅 100～420mm 

用紙長さ 70～420mm 

用紙連量 45～135kg 

・郵便はがき 

・封筒 

・複写紙（オリジナル＋４枚まで可能） 

用紙幅 100～420mm 

用紙長さ 70～420mm 

用紙連量 34kg 

 

● 用紙収容量 用紙置台容量（未印字用紙） 120 枚（連量 55kg） 

 40 枚（はがき） 

 25 枚（複写紙 5P 

ノンカーボン 

34kg） 

● 用紙スタッカ容量 

100 枚以下（A4 サイズ連量 55kg） 

・用紙の種類、サイズ、カールの度合いや印字デューティー、使用環境

などにより減少します。 

 

● 外形寸法    ＜エクステンション展開時＞ 

W    D    H 

502.9 422 163（mm） 

 

● 重量 3.3kg 

 

● 環境条件 ・温度  稼働時 5～35℃ 

非稼働時   -15～60℃ 

ただし、温度変化は 15℃／H 以下 

 ・湿度    稼働時   30～80%RH 

（最高湿球温度 29℃以下） 

非稼働時 5～95%RH 

（ただし、結露しないこと。 

湿度勾配 30％RH／日以下） 
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